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▢ごあいあさつ

▢環境経営方針

１．電力、自動車燃料の省エネによる二酸化炭素排出量の削減を推進します。

２．廃棄物排出量の削減及び廃棄物の再生利用を推進します。

３．水使用量の削減を推進します。

４．環境に関する法規等を遵守します。

５．本方針を全従業員に周知徹底します。

制定日：

株式会社ウエストヒル
 代表取締役  西岡 伸悟

 当社は、1974年（昭和49年）6月創業以来、発電用火力設備及び原子力設備の溶接後熱処理業
務を中心に活動をして来ました。経営理念の「明るい未来は、信用・信頼・創造」を基に多くの
お客様から絶大なる信頼と支援を賜りながら堅実な経営を営み、お陰様で創業50周年を迎えよう
としております。
 この度当社は、環境と経営を両立させる環境経営に力点を置く持続可能な企業として皆様方と
ともに成長するために、環境省認定のエコアクション21に基づく環境経営システムを構築し運用
を開始しました。
 この活動を通して、地球環境へ貢献するとともに、従業員に活動内容を周知することで環境意
識を高め、環境負荷の低減に取り組み環境経営の継続的に改善をすることを宣言します。

2022年12月1日

 株式会社ウエストヒルは、事業活動から生じる環境影響に配慮し、環境保護に努め、全社一丸
となって持続可能な社会の実現に貢献するため、ＥＡ２１取り組みにより環境経営を継続的に改
善をします。
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▢組織の概要

名称及び代表者名
株式会社ウエストヒル
代表取締役 西岡 伸悟

所在地
本社：工場 〒731-5109 広島県広島市佐伯区石内北５丁目３番３号

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者 統括部長  西岡 初江 TEL：082-941-5051

事業内容
溶接後熱処理、加熱テスト、機器校正・レンタル

事業の規模
従業員数 18名
延べ床面積 本社 261.30㎡

工場 985.19㎡
資本金 4,500万円
売上高 246,000千円

事業年度 ４月１日〜翌年３月３１日

▢認証・登録の対象組織・活動

登録組織名 株式会社ウエストヒル
対象事業所 本社・工場
対象活動 溶接後熱処理、加熱テスト、機器校正・レンタル

▢事業や製品（商品）の紹介

熱処理 加熱テスト その他
・溶接後熱処理 ・加熱試験 ・機器校正
・局部熱処理 ・温度分布試験 ・機器・装置レンタル
・炉内熱処理 ・溶接後確認試験 ・機器・装置設計、
・固溶化熱処理   製作、販売
・予熱・後熱
・焼き嵌め

(6)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)
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▢環境経営組織図及び役割・責任・権限表

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な資源（人、設備、費用、時間等）を準備
・環境管理責任者を任命
・経営における課題とチャンスの明確化
・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境経営計画の実施結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境経営計画の実績集計
・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施
・環境経営レポートの作成、公開

営業・技術 ・自部門における環境経営システムの実施
総務 ・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門に関連する法規制等を遵守する
・自部門の教育訓練の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解
・自主的に環境経営に取組む

役割・責任・権限

西岡 伸悟
代表取締役

環境管理責任者
西岡 初江

環境事務局

技術営業・総務
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▢環境経営目標

(1)中期目標

Ⅰ．二酸化炭素排出量

電力使用量削減

ガソリン使用量削減

軽油使用量削減

Ⅱ．廃棄物排出量

一般廃棄物削減

産業廃棄物削減

Ⅲ．水使用量削減

注1）

単位

kg-CO2

対基準

2024年度
2021年度

2022年度 2023年度
基準年度
79,267 78,472 77,681 76,887

- -1% -2% -3%

- -1% -2% -3%

109,878 108,779 107,680 106,582
59,554 58,958 58,363 57,767

対基準

年 度
項 目

kg-CO2

対基準
kg

対基準
kg

対基準

kg-CO2

対基準
L

kg-CO2

対基準
L

kg

kWh

対基準
㎥

16,521 16,355 16,187

3,023 2,993 2,963 2,933
- -1% -2% -3%

1,302 1,289 1,276 1,263

-1% -2% -3%
13,673 13,536 13,400 13,263

- -1% -2% -3%
18,613 18,427 18,241 18,055

6,456 6,391 6,327 6,262
16,690

- -1% -2% -3%

電力の二酸化炭素排出係数：
  2021年度（令和３年度）中国電力㈱の調整後排出係数 ０．５４２kg-CO2/kWhを使用

- -1% -2% -3%
162 160 159 157

- -1% -2% -3%
4,940 4,891 4,841 4,792

-
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(2)試行運用期間の実績

Ⅰ．二酸化炭素排出量

電力使用量削減

ガソリン使用量削減

軽油使用量削減

Ⅱ．廃棄物排出量

一般廃棄物削減

産業廃棄物削減

Ⅲ．水使用量削減

注1）

年 度
単位

2021年度

項 目 基準値
12月〜2月

kg-CO2 23,496 23,261

試行運用期間における実績
2022年12月〜2023年2月

目標 実績 達成度 評価
32,063 73%

対基準 - -1% 38%
✕

kWh 33,702 33,365 52,212 64%
kg-CO2 18,266 18,084 28,299
対基準 - -1% 56%

L 400 396 302 131%
kg-CO2 929 920 701
対基準 - -1% -24%

L 1,664 1,647 1,185 139%

542%

kg-CO2 4,301 4,257 3,063
対基準 - -1% -28%

✕

◯

◯

○

○

対基準 - -1% -33%

対基準 - -1% -100%
㎥ 71 70 47 149%

-86%
kg

○

○

電力の二酸化炭素排出係数：
 2021年度（令和３年度）中国電力㈱の調整後排出係数 ０．５４２kg-CO2/kWhを使用

-82%
kg 1,350

kg 5,184 5,133 700 733%

1,337 0 100%

対基準 - -1%

対基準 - -1%
3,834 3,796 700
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▢環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組計画

〇できた、△あまりできなかった、×全く出来なかった

二酸化炭素排出量の削減

電力使用量削減

昼休み、不要な照明の消灯

設備不使用時ｏｆｆ

ガソリン使用量の削減

不要なアイドリングストップ

急加速急停車の防止

効率的な移動

タイヤの空気圧を定期的に確認

軽油使用量の削減

不要なアイドリングストップ

急加速急停車の防止

効率的な移動

タイヤの空気圧を定期的に確認

一般廃棄物の削減

実態調査

分別の徹底

印刷ミスの削減

コピー用紙の裏紙利用

産業廃棄物の削減

工程ロスの削減

分別の徹底による有価物化

水道水使用量の削減

節水の周知徹底

節水シールの貼り付け

働き方改革

有給休暇取得率の向上（10日/年）

取組計画 達成状況 次年度 評価・次年度の取り組み内容

エアコン設定温度夏場２６℃、冬場２３℃ △ 継続 節電活動やエアコンの清掃など実施できたが、
工場内施工件数が前年度の1.4倍の受注があった
ため目標達成にはなりませんでした。

停車中のエンジンストップが不十分だった。月
１回車両点検を実施している。

△ 継続

◯ 継続

△ 継続

△ 継続

△ 継続

△ 継続

現地工事の施工状況に応じて量の変動がありま
すが、この試用期間中はありませんでした。
今後も継続して取り組んでいきます。

ゴミ箱に分別シールを掲示、ゴミ袋のサイズ変更（90Lから
70L）、ペットボトルは自動販売機業者に回収してもらうこと
で減少。コピー用紙の裏紙利用は以前から取り組んでいました
が、印刷ミスを削減するためにプレビューで一旦確認するなど
を今後も取り組んでいきます。またペーパーレス化を推進して
いきます。

△ 継続

◯ 継続

△ 継続

◯ 継続

停車中のエンジンストップが不十分だった。月
１回車両点検を実施している。

△ 継続

シール貼付けにより節水の意識付けができたと
思います。
今後も継続して取り組んでいきます。

年度途中ではありますが、10日/年の有給休暇取
得は達成できました。引き続き、有給休暇が取
得し易い環境作りに取り組んでいきます。

△ 継続

継続

継続

△ 継続

◯ 継続

△ 継続

△

◯

△ 継続

△ 継続
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

廃棄物処理法 産業廃棄物処分委託
マニフェスト管理
保管基準の順守

消防法 設備点検、消化器設置
フロン排出抑制法 事務所エアコン簡易点検、記録の保管
環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

環境経営方針 ▢ 要 ■ 否

▢環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟の有無

遵守評価

◯

適応される法規制

◯

遵守する事項

▢代表者による全体評価と見直し

 当社は、この3ヶ月間トライアル期間としてエコアクション21に取り組んできました。
新たな取組みというよりは、現在毎月取り組んでいる仕事をやりやすくする環境を整えて備える
「環境整備活動」と結びつけて取り組むことで、環境改善への意識向上と目標達成の実現に結び
つくと感じています。
 引き続きエコアクション２１を活用し､さまざまな環境改善､作業環境改善､地域貢献などの課
題解決に取組み､全社員で協力し推進していきます。

◯

環境経営目標及び
環境経営計画

環境経営規程及び
実施体制

項目 変更の要否 決議事項の概略
   見直し、変更なし

▢ 要 ■ 否

▢ 要 ■ 否

 見直し、変更なし

 見直し、変更なし
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▢これまでの環境活動の紹介

【車両点検の様子】 【コピー用紙裏紙利用】

【節水シール掲示】 【ゴミの分別】

ゴミの出し方を掲示
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